
超伝導誘導反発形磁気浮上方式の

安定性に関する理論的研究
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隼庁　諭

斤　名

　鉄進則oo年址上の厘史ともフ欠恵権廓て``あリ,障

上又急副けけかいれてきた｡飲魚か含勣車なと叫

他引tEべ恵尋閉に比ぺ7火きぺ哭な刎柿叫,今m

の適路て`あうレル左‘いザtに灸､竹できうリ乙,彦

禅炉少なくエ訓レギー勁芋㈹いヽレづレと僕肌rき5

こら今瓶やりけ恚牡して八曼餉£加引いl゛あるこ

らおょ内軸砂`即tなJらなどて``あジ1).ここ飲

岑わり色劾抑僕達じ咄コづD迫路細の整怖,あヽよ

y`航乞核の発逢によハ鉄迫はj芥的にニ吼的な欠秀

奇'吹と為尤いれいいになバきれカ勺冶乙いレヤー

とィきべ若いヽう社戈町L軋なうyに乞の叉兎の通笥

化o間毀吠)び沁こべさた軋在におぃて,鉄迫は改乃

てじをさ牡ぅ吋回い↑こ｡すなわケ印卜ふ遮丸量

タ治機哨に兇し札剌しぃ飲差玖侑の開梵がツ1ま飢うよ

うになフ杷のて``ゐろ｡

　車楠ごレつレによう斗脚以作i1内方式ド夭椅｣

カ向に聯士岐ホし｢いL｣計nと則い向と尽す)

1



と用1`う是をd丸迫は,紙礼扱劾,および詠全和こ

玖愉上の開段いヽ力`えてぃう｡こ佩うの間羅l竹け達

改が嘱くなうばど急識に謀則いバになってくる(3≒

また車袖い〕けべ4推かリ吻紐加吋lmlる痔

飢形打□訥かぎでは糾R土冶迷3ookrい淳屏とぃ

われてぃが几乞こで`更糾り車輪とレー･レによt)昔献

夥い□訥カかこ代わ列呻ヴj=か太ヒし八刎=軸ち

訃いヤ奪､内方亥ぞ私いけfけ===,｡非普㈲い､荷案内力

式け吋汚上力式いヽク)は炉いP肉どドけ才t上さ

せて幻り訥ヤ5ものであリ,隻気ぴリ用した汚上と

値気リj呻しk与上か講え分ロパヽう○　　　　　　　'

　　1.□　隻気俘上万亥

　萱か紅力亥ち圧縮空幻ヒ牡□l迦表と,の開に光

牡乙にパ洛上すいバ)で,フフンV頂発ず進り

5れれ｡フっンスrl4ゾェットエンン≒/推跨によ戸1

達句okm･硝果巾禎功ドぃう｡Dリか四､

U.5ふ甲゛tmにt　of　行゛リo吋咄o匹接拍でコDフ

N`｢即副oにあヽぃて軋則紗`抑竹(□n午ま

でエ空気侍上季り則乍八ことn吋け飢てぃたが(54
　　　　　　　　　　　　2



91 U隼剣ら望気洛上抑いこあヽてはヽ硫沁紅方式

仁比べてジ紅に火誓刎リけ`2okV/tとよさく,ヽ琴

いりいく,分白汽;フかしく,さうに車向‘)栴琉と

憚制こ開阪びあういヽわれDヽい6)(≒

　　ト1.2　砿気浮七力式

　こ州こ対レ順頑詩上力責は値かこよ･て車画左洛

上させいパ)であ札sヤ伐導電応5を甲ぃ5万式`と月

仏岑電値石t甲ぃう万貧と々ヽあ,･5.支､椅i内力の罷生

恥い冲穀iけち俵刎札誘胤反そ夥,なり四こ俘

上誰堆ゑ印影にかnこい7ベツう｡これうの組令せ

ぢG種類の俘上力剥リけう心H≒現在イ4墾ヒざ4

てぃう力浅則叫かU障,雫仏恥牡雄息ま甲夥,

超低､射リい□治rあろ｡

　　1,1.3　本モ9:の内宅

　筆かま,いい(いいぅy愕仁E特訓Up離ク特

f)わ吋､礼i訥にが以けU仇引志専邸ロタ硫ル吝上カ

玄を肩只対ち(とし,こ･力賓の可能性左かもヤ5奎火

な聞題であう浮上季画がF範恢(3)(‘)ド主邑した｡tし

て窄乾性を決叉ヤM扱気ヂンヒ゜べD冲Hび冷味の研

　　　　　　　　　　　3



8Rい特塙舒の塙封効果,なう刺こ儀jげyヒ･yフ゛を

竹加15斡現なか加伺知Hヤいた｡本諭ズはJ

う砥負7゛ンヒ゜ンアlこ関jう冊宍成果とわいUとぁた

ものて``あう｡

　本今rは,1.2恥こおぃて5権微‘り値λ逓上考貫り

原逢d組肩Hいこつヽヽて貳べ川.3恥作ぃては総

佩似緋Hロタ弑気汚上力襄･窄乳牲□趾n後来の

冊知哨順ゑ､に7ぃて退べいド溥では本冊兄,目

的し苓和り概飢⊆迭べ川,5恥け回t才る.

1 .2　繊牡U万賓り原逢と邨児･)座吏

1よ1　ネ仏卦M目㈱ゆ埓上力式゛

目)iHツいり研艮

雫侶溥吸う|郡値気洛上万玄(ElectromPetic　Le示

tdion ,ENレ時もは,キ上に待軋さ(ド糾硝包

昧釦吻けに設Lさ作た飲熟のレづレと･)･UI力左,大

刊V内に印ぃt,万j`であう｡EML｡伺質は庁7雌に

1ドづフにあ`ぃて始まフ↑こ(≒ド即和)釦こ,眼slser-

5chi代B6lko゛削6h紅は果勿9大ヽ験t`｢M甲ld‾

午



mob 亀
-

| JL敢作し,t長卯omの牲路ヒ抑ヽて崎速70

km　o活上配杵に岫功t匹同列幻こはKruss出㈲

杜の｢丁ransr呼吠02｣力゛巾いG引いい談､行し牡.

これ

内に

うの見除ヤよ 　
　
　
1
/

q
ノ 宅硫石ぬ唄う|力訓吻の叉竹業

刻甲て`゛きむことび碓迅かK牡｡ Q
.
ーj 竹いこは服nich

∧目nhにい`て,Kr回ss目哨ei社orTほnsr叩ぼ

餅｣力ヽ叫速2oo　kmの軋竹副㈹･し化.出時士則`仏'

h　
C 叫ヤい`て7服sse6ch州七tB岨(“B叫"社゜゜

いい`推見車｢Kome七｣炉時遮斗ol　kmてす竹した｡

　(2)日本rの伺矢

日本゛`は剌?ヽがい山材傾爽tにおぃて開梵か'如,り
　
･
/れ{
'
'
`
ノ

つ
`
ー
)

q9j 和こ

実､験抑)詩上に

は長さ2mパU.l　m7　垂さo冷い

成功してぃゐ｡竹に日本鉄返扶侑玲

令の倚いH蛸辛H頌交は,m舛則二フイづ`

n
.
1
ノ

Lた｡

ソ1ソモづ､刎牡ょ列哨呻｢EML{o｣左発表

この割吸和刎い＼2Jmパ馴.7m,童さに8t

で`あリ,尿抑乍迷今o　km　7:`jミ､1↑ヤ5い)て≒い｡日

本航皇ご則門竹バ順発と功り,m埓2いこは乳

､厘平｢HSST　01｣カ呻違3o牡m吋､竹に奴功Lた｡
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lヲ{旅紅レ恥四｣1,哭絢船作八匹引ご四熹必｡

塙象l作田-れ,千爪一札慢馴ヒ粍ぶこレ鵬リ

ぃぅ｡フハカrは忖リいあ狐哭珠州節いJ､D

てぃう｡

　(引EMいこおけ刎り妬配剔到

　州Lに卸ぅり釧5傾こ置には種ルいけ)加あぅかヽヽ

支の一例(日本鉄匙玖侑粉軋け従呼をjl.1㈲こぶ

4

さ戦

李上には夕､楕m宅硫石ぬy卜り甲電識斜哺l散

,旭上には教レ勺レが今設さが沁ま札タ特原恥

のtこ叫や上□nニ刊づフン･ンモーク(L副

と峰nの一吹巻稼(宅樗今息軋)か積載さ札走上､

ヒはニ吹導休(川ブクyョンフ`レート)カ呻設才牡て

ぃゐ｡

(乃)EHLの特長

　EMLバ)長㈲札kmむM叶も天椅蒙内/け発生

でさぅこら楠偏回苑1用ヽヽいμ咤或(りフィード/y

づ利恂によ川いド勅竹性乞包由に決糾]`さうこら

高迄にいヽて疵力刈ぐく別いの識少詐あnいヽ

ことによ　ソ褐抗比(ス竹力/机カハリレごあろこ'とノ

　　　　　　　　　　　　　　G



第1.1図　常伝導吸引形磁気浮上方式

　　　　　における電磁石配麗図

7

車体

鉄レール

案内用電磁石

支持用電磁石



泊L電カに夕勺kv/　t　(籾妬としベレヒ｡ヤい

フ゜長|⌒゛2　cm　)と山匹こと,等て゛あ5.短所は,

剥御削斜.季し,回路の玖恥斗覧に討才る対策が火

号であうことうギいフ゜長カリ~2cmぺ゛あリ函い`

こと,斉rあろ.ヤャ四゜長軋lけづsめレーいn

わめて湾･シかt`寿うがhyy=･5.とのためEMLは低

迷剥わnとぃ刎ぺてぃる力‰山肘氏ジりま吽迷ぢookm

の超高走域でヽ6レパレに筰献ヤ5可椎九はなぃこと左

モIEt論的にホし忙｡

　　1よ2　糾i斗洛上孫剌l､甲夥礒丸蒋上力賓

　抑硝修上推利け影磁気埓上万如nm紅日本

R捕奸含(球下国鉄と峰杓け加ヽて研爽㈲発が妁り

シ(≒出ガトには1/斗襖型ダり斟F･俘上配竹に

成功L払｡この力者のコイル配置圀の概略UH.2回

にホ寸.車七には牟仇導り芥硫バ'レと作彰ら地上

には電桟今コ仙レと進竹力向に奎べつ乞れうを.佳粕と

すうせ歌層キねありせて放置オう｡す･ドjスク幼替え

によバ右4へ')疸或哨りい唄久功賃えて少ヴは≒

蓼弧バ,レはオ上しなが当t刀署え万㈲こ笏勃すう｡碓

　　　　　　　　　　　6
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第1.2図　常伝導浮上推進兼用方式の

　　　　　コイル配置図
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進はり二Tyンンワロナスモーヲの原理によいけなわM

うn剔凱ではこ匹力式`リ九卸^Thパ出;oけlotoい

時してLT削ヒよ£rいう｡力左恥回戸)哨K研穴t

では{の竹性硝引似｡竹い勺吏甲叱にフぃての問唖

札訓似紅礼(‘o)(")｡

LT巾)長所は汚上推建兼甲でヽあうiと7 フイt　とり

租令廿が喘Us``あぅこら遊力か゛わいLづの特性を

いこらわ犬は糾琉訓川‘肩□□゛らμtヽこ

勺紅゛あろ.

　　□｡3　超化剌涛剤糖夥械気詩上力臓`

目)了バカrの研茸

誘噂H叫磁気時上方抑)了汀`了は巾符に勅り

てBach山t氏(5)|こりそ表さ州1=.Dは泳洗り糾

左.車上よ権載ら旭上ヽ削

働く反蔓力tmぃて専両左考上芒せ引四で`あフた(9)｡

目ぼ紅B　roo　k　h9en　版仙JL山�つ‥吋)owe収('刃

に彩い浅し瓦鰯筑4コイ･レ乏車上t砥上□こ設置し

単肉U哺汀い叉パぼし↑こ｡しりヽしこ仰順叫秀

設偏の責和ドU政6のとなソ知fげμ几トいドづ
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同じこうVe5tj吋ho“5e紅が`永久礒石乞地上ヒ中上と

ヒ奴置四わりス特ハカ低と登表レ回ら硫石り

奴Hくりといり浦量けさ竹ぅいヽぅ靫ぷ､

りゃ`あ　フ托　｡

　目G竹に,Powe旧い.hnり氏(叫りまじめて視をり

紹我導誘剌い

t山on　,　即Lと暗す)のT川ア尺剔け礼べの屑

遅も欠1に極性吋､えて1べすこ超仙恥]いレと卑両

に侍載し,旭上レGH回匯和t粍=1仙レ(またlt

シート)ヘペ映値紗割牡､釘日牡抑じ臼こヒに

パ亮生1ろ延上コいレの誘起電洗らi11低恥リレ

9浅い間ヒ働くいいリ才詐内匹しl利mね

いて゛`あ5.N川仙叫雨吼h山副社り印心r戸n

い(13)は市特に訃向:ord睨earc□心ti仙teり

ら仔e芦ら(叫濁カらoいト発鮒訃EDLと印

ぃう已的でンート軌迭心1ら令(k作力ご進哲力向ヒ働

くアけ午力であゐ巡力ど討算目ミ｡こ･)計導は‰na-

kmがl幻祠↑なっ扱y-ト七左灸竹マう2本の隻阪灸

待体に働く力の封L£方外コイいこ畝汲したものrあ

　　　　　　　　　　　目



ハ誹裔偽は貫敲倍t追ぃ俑乏示した.J将o紅Ford

Notorらワ゛戸)Reitパらh出氏･lj%r`che吋s氏ぅ

(16)⌒‘(2°)カり-ト軌追り場令勺吋物と抗力の正碓な計

で9{吽なパ1パド目昭仇埠コィ･レ左用べ才故と行

なぃ,財晋粍果が哭旅と尺時一玖ずいと{値力`ゐれ.

目割恥こはPowel匯と[)a.nり嶋(杓がnJ月ux　y以､m

引幻EI件りフれ｡こ幻証肘z溥コイ･レの向曾匝旭上､

コイ'しt置札灸悛りなぃヒきボ削仙浦カカ吐加叶

4巧泊さ軋5ょぅに向側‘)3イル'リ剃釘ういら

叉佐瓦生じたヒさはもtへもどオ吼U7が慟く｡

　以上のようにEpLの初翻叫吋いま〕フハ加7行な

ゎ牡に

　(2)巳岑での冊免

　日本におぃてはロ62いこ剛紅`糾ぱ恢在心固亙

研訓吋ばI八円o牡コれ柿ロ詐す漆誹組迷兼遡

フーキベけルーフ゜円は､じド2)｡同い=は三支電桟

りリ牡う゛によソロ几バ)日本で冷あての却叫夜

糾列ばけ吋礼｡川2いこは日本口いjぅ鉄迫同t

叫yリs啖して,糾頑凍気浮上申肌叫剖ち鉄か
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死表した｡この貫､球れま重曼杓3.いゴ'あ札推進は

l｢ご川ンyクン3ンモ‾以肩訂゛時遮6okmバJy上

筒lo　cm　の店上釧牡識功し右｡適上削生比フ･ヽて,

乙菟電憬の1田氏う9は匠和笥顛阿汰之甲ぃて泉笥ヒ

所柏よ.東示芝涛電気り高野氏いお祠収り坤のヒ

さとスに頗隠ヒな豺坤塙塙坪勃果り検笥バ昧りュ

いレ配置と�レ出バdヒの侍上特性の辻牡と竹な･

七(2゛(2穴まいョt飯作所の収氏り荊n切竹に碓乾支

刎い□け刎=UIしぢ｡こ巾い斑甲け,叱上､コいレと

27に分け7凹|目叫tすう ことに よツ蒙肉カ1謂

ろ画知的な方汰rあう9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,

　軌追方式には則･･3即Jすよクに遂T夥冲夥,

妬夥,y夥7遼H紬よひリ夥か乃ハ　巳本rは迭T

夥いノ夥ぎ妓貼り忖ぃろ｡

O卜力す7て勺辞乾

　カナフ吋は権雪1づ紅ヽことと旁峡カ嗜苓であうこと

かうヂ夥執疸カ`肩知t収てc`う.カナク≒おc`Dち

(24゛仏jl巾心tツoド‰呵'゜吋oT゛“甲心tiorl

De川o門ent　Aドツ叫糾が付lc印目犬かI　Q4eeら
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㈲逆T形

Q4　/

(d)V形

㈲U形

/ S

(e)逆V形

a二二X3

(c)箱形

---

　(f)平形

第1.3図　コイル配置

|今



火害右よy汀oronto大訓こあヽぃて伺宍力l゛遠めう飢て右ヽ

り
7

Q
-
-ー 計y゛Mう↑州蝋作卵ぱか吋S順li,｡

て考くの傾知7吟された(匍⌒'(詞｡

C 斗)面ドイ

面ドドソに

yでむ伺聾

おぃては連升政麿o　Bun政sministeriun

仙I寸o゛d尚9･゛(t　Te詰�咄e″)原叫゜6い川□待

カ乃EDL　°研鼻か始ゐう椚1./ロ訴社7郎C社7

およy51EMENβ牡L7°ロゾバドアルーアp恂心-

ド哨)い1甲dsふ心d山a作ハ　適tと推進徊射

研訓IH沈竹なぃ7　Lin(㈲四除叫触4秋恂と㈲梵

tて　いる(7)｡

ぐ D石国に右寸μし哲抑矢
Q
-
‐- 彷利こ入うと老界桓1で実､練抑りい詣め灸｡6

ドイツE｢`叫leo叫幻Et乃-o支ヽ玖腺は斜E対o

mr斗ジい頃H:もフ田夥軌危があハ支鏡車｢E-

ET　ol｣は長さはm J恪斗mJ 生量□tであう｡

5`jF3　UこG目ニフインツロン3り
-

Q
-ー ンモーツ厚劾によ

5車輪軋竹が笥nパ京杓月い牡莉m邱気4寛

砿釧1稜載ら俘上沃竹に釦訂t=.こ七釧順蒙萌

15`



力玄であ札歌函叫速けokmバ各上高locmであ･

t:.會性メ)訂画と□叫ドけフインタリシ日ンモー

ク､摯徊に低わうりニ<アシンクロすスt-ラ斯動力貪9

開蜀吋tな≒,1出紅肺1がいt□け町引

なう　こいこなぺ

症木o和

n(H吋紅いま畜沈か吋jrきとハ苛りnj物椅

追とコJ低迷車粕力式カりり乃当てぃ5.軌遠l;け夥で`

あり,瑕ISil吋追ぢook敗r`あジ33).

　7/りカのNITて``は1/片のz､ケー･レtフ勺レr作

うれ拉.キ剛ま長ドlh直怪2o　cmのソリンヂ状で

奎tけk戸`あハ今上3ィ'レはご7心円夥節化奔3

いドと進竹力向にiべ斗もり是甲勺軌危は,恪lo.2

Cm ,厚さo.彷c7n(nレミ桟2収と用ぃたI/‘形の伺

であ･た.リこ仁ノンフoナスモー乳駈動て``抑時走

杓籾km引ツじS上lこ或功む回洵｡Stn仙rH｡w心

‰tit心で`ば長さ仁応mパい.0m,重t対0吋゜

丸影μ汀フ川巾几引吊ツィンチで寸M}し,汚上

む勤荷性左調べk｡執迫は刊Lむ呻上コイルは長j-

IG



o32m,箔o,2｢rm(r)超仏導コイ/レて゛あフた四.

　仁=いlスでヽはV,|行,n碁金の後助の6とてva~以

礼淳におぃてj/sヌ､ケールtア･レ炉作ら敗,俘上･

勧特性肪実敲枝討才飢牡閲｡

　日本ヒ払ヽてl札m無り喘嶋か)日糾け4萍一児

場郡斟晨eT間に杓7km(り剌れ剌対であろ､

m特12Rヒは,゛£馳りイ)訓kn､吋紐で世芥r勿

あての兄全俘上赴竹に叙功し牡.哭隷lドMレ5`oo｣

は長さ}3m ,備3j　mz　高y2.7　m　,　童曼lotであ

5.りニでyンンフoリヽモづ親勿て゛`あ八象あ鳴走

2oそkmバ似高トハmて゛か礼.|特杵7馴心象高

時t337kmと逢賎レいヽ5.

　(り　EpLのコイル配H″1

　利こ即Lの浪逍り岫たりパ崎似紅牡いう

れてぃ5支､睡わコいレ配置図り土斗即匹札コ

ィ･レ配置は巡T夥て゛あハ車｣=-には水n7舶吹荷印

車七八ルパ回力糾゛竣逡津咄吋上.コィ･レ郷}1琴

守れ,廻上ヒはこ牡いこ対沌してえ指甲迦七3仙レと

翁支わたl恥堵七コ仙レかヽ今欲され弓｡叉拍甲砲上｡Jイ
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第1.4図　超伝導誘導反発形磁気浮上方式

　　　　　におけるコイル配蓋図

la

車体

推進案内用地上コイ

冷凍器

推進案内用車上コイ

　(超伝導コイル)

支持用車上コイル
(超伝導コイル)

支持用地上コイル



ルの竹わりにソートの僕阻炉角尤少裁る｡コ仙レ方式

では短柊コイ1レが`紐飲的目剥Lりいμ)で`文鴇力に匯

勃旅生ビろ.またコイ1レo製作,弁攻oコベト牝□゛

あろ.yづヽ方式では幻り比則吋.生じ1≒駁作か``

容Fて゛あ`J粍脩的であい≒兆カが穴になリ揚抗辻

(叉特力/抗力)やhとな5.しカ､しなrいノート尋

は2~3　cmで椚コいレ厚はぢ~locmrあうりて゛コイ

ル厚lこよ5俘上ぞいフ゜長の滴畑メ底す糾r揚抗辻

はコ仙レ方貫引け巧いヽとぃう説もあう㈲｡

ぐ ｢O　EDLの鴉長

EDレ鴫浙は柳けカ収なくレけ衛糾怖をj
こ5
y と,車上3イ'レは荊肩いいレてリ)7て俘上m電

源どメ浄としな1ヽこと,車上コイ/レと功上.コイ'レとり

ヤヤッフ゜長は2o~3o　cm　と瓜く,軌逓工和こ知ヽ顔

/μリ洙されいヽこヒ,苓て`わゐ.延所は車上l‘こワク

リMりぺ々凍訓色侍積し,極低凌Uいヽx侈

が゛あうこら低速て``はナ梢謀内力ぽ琵生せす,抗/7肪

‘ロリ)うこと,遠上卑丙の窄屹性む欠tす研恂作弔

目゛川2°シワ゛)と坤性作明(λフ゛リ　バO‘)う｣,キ

　　　　　　　　　　　　M



上コ仙レと廻七コ勺レとの聞ヒ備力く織気ヲ゛ンヒ゜ンワy`

lhさく,ホ旅

J
.
コ
ー ト和こ賑勧性で`あうこと,寄であダ皿.

　辱{番nぐ媛所てヽヽあう遭体ヘリウAによ5極低蓬挟

愉の開登[こ7゛ヽてち芯ヽ回t`積極哨則ヽ夥,軽恥け

めさ``して聞免が匙めり恥て右札国欽Dμ邸尽蕩電識

ノaと吟凍箆は実剛い吋滝しびフぃたとレいヽゐ四｡

低迄良行叫|こかでド以莉力吋孚剛匍吋輪t用ぃ牡

岫そ崇でさう｡抗力にフぃてはいLノンワロナスt

-い遊力左櫓せlrJ〕ヽ｡枝う根本的な則啄はぅ牡車

両刈峠ぼUi(以下安良性ヒ時オ)りこい:ヽ`ある(゛)｡

1 3　則硝庸剌えそ獅啖4仁Uハ吋軋性に開

`n俵象の邨民とl同毀糸､

j-ぐ 了ノリ/ド乙゛の頷茸

匝we目氏ヒD9いい仇副Dレ)尿抑･)徒恥こい
て,隼上=ュイjレどい□肉□Mけ裁ぃと僕乳した楊

登回hい梢目1性刻刻忖しも.抑)牝象,キ･向゜)天椅

力向引いむこ対四則わいが働さ干衝い･有在1=5

へ
心 と･,大携カ向‘)走戊に辻倒ヤいであい恂力(ヂ

20



yヒ゜ソフカ)にフ``ては戸啄迷乳竹叫には込上Jイル

の拒机にようL牟･レギー権計こより十分な正』伍気『

ン七ンアが唇をオい‰10o　mPh(豹㈲km/h)址

上-･)高走軋竹萌にはすわめて山さな硫気7゛ンヒ゛ンアし

か昏をしなtヽこヒ｡左背､し在､こ牡は系が作屹ではあう

ヤ奉両･り上T扱勅いH巾滅衰しなぃいリヒ丸味ずう｡

叫weH氏仙け転哨な7)ヒ'ンワ`准置として町勒i左

ふ唆レいヽう｡ムndはL山r吋ories叫知叫氏と
Non/oodが38)は,電え1乳し化縁路のように起織力右

莉っいり哨ぃンート収貼わ)上左配竹可うヒきに生

じ5力をプ1門e一尚ke.“m柚祠｣友F`て束ら糸は

官艮て``七下板勅はカヽいシず滅唇す5こレとホしれ｡

　F("`d　MotけG9゛/刎)“is氏とyi出e氏㈹は角

い導鉢板上乞瓦竹15]本の長い楳路･r)窄乾性ヒフい

てReitz氏(I‘仙力″)賓き基にし灸｢L叩厄�ぶ1nヽsfor哨

tech哨卵e｣£い`て棟計口七.t付

気で`固角振動飲I　Hz　の上下篠劾はヤ恥之訓こわ

くIJ曼敢オ5こご,迫作Z訥にフぃては迫釘遠戊o基

利JIと･該左はtた1うことUt､した｡hyis氏いり
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綺禎はB川ワ氏り゜理嫡肩椚瓦指権し札特呆4ドれ

トもりでヽあった｡Ca府,rnぽ火恥りF硝dい計1山ヽecht

民゛)は,枠休根上士紅行1列本･影礼力向に但僕に

長oルーアの窄忙性亙根豺し,IH軋じ吋お負゜yンヒ'

ンワリフ゛慟札そ曹腎にい5ことtぶむ托｡

　D匹5氏らは上下力向の守知い)た朽車七コリレ電浅

のハード/いリ刊御(笈勿げ比･ンアバl後茉して

い5 (3?).Wi㈲e氏叫特゛りりい卜)概免瓦導入し,

車肉の窄むい坤な5ず逓当な和じピ吋いには社動

ツリじシアか`灸聾て``あるこビを佐べ,窄乳化のkめに

は虻印緋上コいレ覧乳心冷桂戌,糾s砥t岐くオ

ろにはIGZ性度肩UUJ坤行目ま`よべと亙瓦ら

｢p“ei`デct心仏がサ卸‘d川s｣左糾べ具碑杓

なフごド/いワ剥御汰左堤案け｡Ford　M,t,r

Gリ゜･ツり恥it2氏竹貯同はべ7o楠助的なツリヒ゜ン

ワ゛敢■tあう曳勿げンt･　,　フ゛･夜鍵色打なっれ｡矢動

勾
ノ ``ンヒリワ``は,砲上コイノし(またはシ‾ト)と車上゜

nレい即こ銅ま批□/レミ飯の短柊回路(タ゛ハ゜ン

コフ いレまた･むノート)リ叫に同乳して註Lす尽む

　　　　　　　　　2.2



ので`あう.桟ネ忖栃果,欠動タしヒ゜シア汐1ではよぃ

束火超t何1剛こXヽ乖'な値jげンヒ゜ンアは愕うlれなぃ

ことび明う力ヽになった｡氏引U呻げyヒ･ンアの検県

M↑いヽ,車上コイ･レ覧戈刻い巳さぢうことは超仏薦

コイ　ル内゛け句負欠゜増加tJねさ旅建で`あるsと7

筧劾9`yヒ･ンア甲のコ仙レ(制御コ仙レ)を設1すう場

令□noz桂戌冷目めコイ･レ電え乏流1処贅がある

こ乙tホL恢｡

　茅にS圀にこt目レいこ追べれ3将穀りタリヒ゛ンフ藻

蕩UTヽオ｡

　(刈日本での伺瓦

　日本にい`てl八束泉芝潅電気″)胤野氏シo朗r3

イ/レ靫遠上t力琴の邨我蒋コイ･レカリゴ↑了うとぃう実

際のバHCJ左徊めて用い値気タツじシフ``と枚財

Lれ｡tして低迷赴竹叫には十介な正の値気タ゛ンヒヽン

ア炉`働き,扁迷亀竹鳴て``も'hさ‘`か`正゜硫気クツヒ゜゛

ク`)``慟<こヒ£ホし托｡まト欠劾rzヒ゜ンク`{甲ぃ=s

場令に,ク゛タと゜ダアJイ'レrは十分な織気7゛シヒ゜)ク``

珍`埓う靫な1`カ≒　ア)じ゛アシ‾トと呼ド`代ぼ億白な
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車上コイル電流を

制御する場合

車上コイル

匹ル

地上コイル

制御コイルを

用いる場合

(a)能動ダンピング

ダンピングコイル

ま　　　心`-

　短絡回路を

　用いる場合

(l))受動ダンピング

第1.5図　ダンピング装置

2今



識気yンヒ･ンア刎hヽkうときもあうことt冗､した｡

T格m大､零の心零氏う(゛9ぴ剣k吋リリレ埓いヽう｡

　こ恥うに対して三笈電構･)山田氏うs㈹はい=f氏う

と同棟なコイ･し配置にかn孤気ア゛ンピンクヽ､解豹を

支芋l顛阿哉t用ぃて竹な･化いう,侍走頷城rは

梅あて大きな正o微気ク゛ンヒ゛ンワ``か慟くが`,達康カ哨

1と急激り吟九,申高遮瀬城1こ入うと0)礒気y/

ヒ゜ンワ`才慟くとぃラま邑オベき粍為瓦伺ぢ｡名1電檄

M象梢氏う回)もさ引穴岑いヽ阿抑こより同楳の粍釆と

伺てぃう｡さラに山田氏ラは突勧ク゛ン七zク゛の効象&

枚豺し,y゛ンと`゛ヮ゛1いレによバツて束'Hジ)恥ヽ

牛画じ□けきぅ可能性がヽあうことリ=､した(")｡

　こ牡うり傅論にかヽては計向に慟く力は電倣力の

肘し恥いと負力字的な力は旭貌してぃう｡埓上嘩両､

yかtリSじう場令,を気カ客的なデンヒツyばあま

り顛倚で`さす≒またわずかなか`うも正の?゛ンヒ'ンア炉

慟く゛)で,歌匙゛)場令がらえうい`うlとかう,本摘

ズにあヽぃても警気力宵的な力t教現ヤ5.tた加って

尽ででは砿気ヲ゛ンじンワ``と和こタ゛ンヒ゜ンワ``と1くごと

2S



1

ぐ

すう｡

引ヂンヒ゜ンアに関可う2説

　球上のよいこ俘上j一恥りF支性t決定1うク゛ンと･ソ

ク``″)江クいこお9`ては,powe目氏牝6J9氏礼為野

氏う,お`よtハ1順貪らのよンに,倚ま軋竹弓には欠き

な£゜デシヒ'゛ク゛お勤き,高逢むi叫に|副斟ま'hn`

rやIJク瓦りクリゼツア詐働くと‘`う筧と7　p“is肪,

Fin　k哉う,山8吻犬,&よび`憬萌氏う゜よシ1り低走

良レ竹時には大きな正のク゛刈二゜ンツ`才働く加達攻か堵才

ヒ息漱に識少し,申陥迷釘打時にほ知`)タ゛ンヒ゜ンワ`カ゛

慟くいヽシ筧との2/流か`あうわけてヽヽあろ｡悛名の挑が

瓦いヽヒ14忖

な八一戊扱勅抑凱匹叫加坤落ヤ5ことなく,

むづHUうこtとりづ極めて危限rあう｡

け)7゛ンヒ゜ンアと付加ずぅ力織

　いずれの場令てリ吋而進頷項にお`ぃてばrンヒ･ンア

は山さくバい4振1対に`あぅので`佃助的な7づじシク゛

装置炉火季と｡なtら7≒七ンつ``裴遇には欠勃夕゛゛ンヒ゜ン

アと/匿勿げンじ･ンフ`才私むう爽てぃう｡

　　　　　　　　　　　2G



　受勧Lンヒ゜ンnまキ上コイ1レと迦上コイJレ(または

シート)い間ヒ短柊剛豺,奴'n右のて゛`あ札抱製

ヒ車両とりヤリア丑才張く゛すういヽク短所足もっ｡

大野氏り四によ心ち紹仏恥lやレむ電議t一軋とす

う気包危モードの場会もコイ･レの辞久這朱t一貧吋5

乳磁東t-ドの場刮トげ匙でCヽ束t旭HD}わ

にがlなク゛ンヒ'ンア引む軟|秒と漓UDには,r/

じ/アコィ'レき.迦上か引o　cm程戊の肺に似l乃`欠季

びあ5.打こBorchertsら叫のよシに欠勧ク゛ンじン

ァ･り幼象バU肝悦不う仇もあろ｡

　径勿げンじンフ゛ヒーヽては帖抑ごとくh心氏尹)

とバベ/仙ie氏リ1々同ィ研コ仙レ電火ど抑が目こと乏

角じたびバ州まhr雨rts氏ジ叫嗚楠レ吃よシに

訃Uけ力怯さくなリ諦町rはなぃ.叫t以戸即Iこ

|こよ岬r車上コいレ宅筑Unn呻1うしき,Ht

を{メうクク乳オスクットに見生了伺:火摸訂む険体

へ
　
　
ろ

こと

リウAべU回Jで゛絹oげhであうとお乾さ牡てぃ

｡実際o単卯こかヽては,良斑束t-ド遅転`とn

なパい-ド線と除ち,して
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の誹年いdシ全lに防1ヒ1うとぃう為胤'レドカかた印

ぃうこいこより,超仇4･コイ湊覧浅が旧卸す5ことは

粉いヽ゛)｡剌御コイ/レ瓦申上コイ･レと地上コイル開に

設リうカ織は,利御電乖カベ雫'となうい

長か狭くなうこヒ.りヽら哭m的ではなぃ｡乙飢ゆが粕現

り知果的なク゛ンヒ゜ンア栽置の聞発r切墾さ飢てぃうわ

けであう｡

　1.今　本姉糾a的と右今の概要

　　L生1　本研梵･)已杓

　昂仏ギ誘剌dリ掃け詩tカ資の支視にレ,て俘上

季画の窄乳性はt八な萌毀rあ,5.いスなカ乃征ゑ

の頷知lあ白`てはJ申剔t糾1`哨ヒフリヒ゜yアマ正｢

あるいヽジ挑と軋r　J5　5　と　しヽラ沈炉あド1月碓て゛IJなか

フ右｡　　　　　　　　　　　<

　ま回随助的なでンヒ゜ンア牧置として欠勅rンと･ンクヽ`

と能勤クづと゜゛フ¨カ哨久乃剌たカ≒欠勤夕``ンヒ゜ンワ゛は

ギャッフ゜轍t峡くすsの対なyず,tの効果と胱間悦

15琉もあう｡社勅rンと･ンワ゛は九覧走t判御ly恥
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零Fあリ哭用的て'`はなぃ｡

　本研知礼超イ気噂誘和U諦繊気俘上力亥の安t性

と決屹ヤ5　7゛ンヒ゜り゛順早祈と行な‰物建的なj;'§i參

と加えうこと,tの指果左用oで耕い゛1劫なツづと゜

イア
　
ン 刊口汰り抑□3こと£い目的とcた｡

1 y2　本論Xり辞

　本掬xり『けで孔槌良速々け叫則ド)椚y性ら

現ど改めう飢てぃろ訓t幾の征気蒋上力叉の原進ご開

愁りt吏t這べ牡｡tのう`5の-フて``あう超我導鴇塀

反馴肘鼠気埓上-がいjC現1こヒって奎回訪t吃の筒

陸にフぃて軋卜い削0澗蹟ぶ､1ホら本研外Q昌的

と這べ托｡

　多2今ては,俘上キ印づ支性､U欠支するク゛ンじン

ワ``り研抑リ､ULべう｡臍抑u､散佃引1上コいレが`

兎危15ヒ.さo延上コイ･レに紀ざう希玖現叡ネぃク見

l･ytリヽいyい｡i巾Fけ≒･ビ゜ンアの現象寸物理即哨

察゛0牡め恥PyLフ勺レUr､し,夕゛`ンヒ゜ンワヽヽ力り既享

瓦訂ない,9りのク゛ンビ゜ンク¨カ哨う゛れ5ことパ)物理的柘

味tホ1.吹に貫車tア,レと用いk冊珠壮栗瓦ホ才｡
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敢恢に短鴇成叩ド嶋令土とol聞胎となろ列車塙塙

笥勃象ヒフぃて倫t`る｡

　芽列i:では,柏いづンじン打川が牡け,回

極性に勣弧し気丿上ご==･イ･レじむフ砂吠専誘薦反硲男植､

気埓上方貫にフヽヽて遠べゐ.苓柚リ゜厚迂と隻勺

吹に釧いlフ勺レにフヽヽて糾糾訓卵けt用べ訂なっ

れ歎僅甘豺ほに走ア礼筆訓呻けぺ接1した粕現

のツ゛ンヒ゜ンフ`忖加5け右劾で`ゐうこと.きバr､札

　こlで付君レてい↑いミと1孔国勿面いいづ(匈

か`筆冶`ばま9↑こく楕lに,申両のヒ9今ンア運勤り

零馴ツ)椚晴牡匹湊性牡コいレ･為剋(冶花氏

うは備硫汰と冶フ¨才てぃろ)U狂くとて`あう｡氏う

は図靫円扱左.吊``てt練Hiいヽ,同梅性キ上コ仙し

ともフ紹化導誘専反発形硫址4上力亥のク゛ンヒ゛ンアと

観祭し,筑来･り欠者梅がヤ上コnレり場をに比べては

りかにインヒ゜ンア勤象刎徊リハぃ5とぃうことと知フ

牡｡こ飢は本今の正しさと衷ブワうむのて``あう｡よ↑t

横決画l大字(り啄本氏う即1ち筆恚の愁裁に昔フ``ぃて

同極性中上コ仙レとmぃた場令の象lリセにフぃて桟笥
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していろ｡

茅今今て``は,開梅性粒-コいレの羞准､ど隋坦家内舛

印力式に適mし,家内万朗のヤ気性の咲巻ヒフぃて鴇

じう｡歌初に軋卜り矢毒挫性わ==ご==1イ,レ左mぃろ池色

奪ヽ内僅甲l力貧lこフ``て述べ,戻に同極性今上コイ･レと

mぃ5場令t応べう｡敢仮に久特凩キ上コいけR梅

性にして,叉将阿口μごコイlレとレ=宅丘コイ'レヒの様力角

のす鴻によ5t内刀向のタ゛ンじ゜ン尹忖加万諦に7　ぃて

這べう｡

第&jは,八めと.本研知哨油t迩べ5.

　1.5粍　　名

　5則知値気士口H'は削レよ付ぃわIDれる

ことにい5て゛あう汐ゾこめうH冷雛刎四として

肩墾な超休導為唇反発俳硫気隼口目い)敢大の聞彫ち

俘上牛両の安気性r)病教であ1.

　が亀性の聞跨にフぃて以下りようにまとわうことかヽヽ

で゛さ5.

j-C t良性t渉叉ヤ5ヂンヒ゛づ≒フ``Dち(ヤ昌
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遂僕竹時に正り々゛7じンワ゛が慟くとぃう説とい)タ゛ン

ヒ゜フヮ``貧慟くいう筧カ哺八明磋て゛なぃ.

　(幻申高走良行時には,£9ドヽずれのフツヒ･ンアが

働くにせよ/川1　'|べ``あう゛)て≒植助帥な9)ヒ゛フア装

置とや要ヒ.才う｡楠助的なrンヒ゜ンア簒斟こは桂動9゛

ンヒ゜ン亨乙灸1/け`ンじンアヤあリ,1崔勤rンヒ゜ンク゛は

中上コいレ覧えa剥御1うもむとl剥御コ仙レと奴ヽつs

ものとに弁りヽ牡う｡

　(3)隼上ュイlレ電汽を徊御1る笈勧ク゛ンヒ･ンアは欠

丸頓矢り塘加なじカ巧他理て``あう｡

　け)刺御コイル1印ぃろ貧動タツヒ･ンワ゛tlλ電炎と

刊御jうこヒとxヽ聾とし宍用的ごなぃ｡

　(幻欠勤タ``ンヒ゜ンク≒L=ヤャヽ･7･長乏妖くj5の分な

パ≒勁ゑと映聞僕ャ坤いある.

　(G)LTこか``って勁果的な7゛yヒ゜ンア付加汰の開冬か

天慕て゛あう｡
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札かバりは図四ナうように　好/∂z　と‘同相(芦

乙進粕)の成分a{フ｡乞4りえナかリ冲桂危しれ

後,iL4が``タピ爽分″リダとな7ても9け)タ゛゛む゜゛アと生

じう.こ叔カリリロ励期酵湘こよ'て,奥‘)フ゛ンヒ'ンア

か`眉う飢Sミ哩由て゛あゐ｡

　2､3　飢値財蓼俐

　哨印て''は,車上コイ1レカ`りり地上.コづ1レに対1=5煩

X繊束力ヽヽヽ吟間司1訪形浪てヽ才兆し,々ヽ7コ･∩し回路の
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靖艮散が極めて八いバ赴訂走度か゛極めて大さぃいヽ

うのいl俑)い玖乳のもけ'綴hボいヽ,硫気『

ンヒ゜ンフ゛現象レフいてのイ/-ゾと

J
9
1 牡｡

　本恥i払゛ては,拓コ.1表ヒふ1　″jりtヲ``'レり諾知

奴(山田氏り(6)による)瓦mぃ,コ仙レ配Lい良ま
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ねはH固り迦上コイjレにより生じ
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るlt｣=-コいレoわtヽク･直上JJ4呂の車上コイ

ル(正極)の†･りか'あ5場壱1,示し,sパ　は上記り

季上J.イ'しが生am心乃たに週片い湊場札j

なわリレ2番目の車上コいレ(9極)の中1いヽヽ･地上コ

イ･しのわビヽ∂の奏上にあう場令1示了などて゛ある｡

桟軸にむ/v｡､t象､ず州j゛吋同目査{こ女､わう｡

　第2.g図戸1'2.1図はわこコイ'レか゛上向1の迷良沁

べヽ2恥{o‾2　m/s　(板動靫1　Hz,娠悩にmo上于叛勅り

ときの辰大遮戌)ともフ場合l≒乞4伐`州達攻フリ゛=･ニ,=

yoo　km　/h　お`よびloo　k"1/h　゛`)とき‘)紀電カ　e･･,

電次　£.と4,予慟気さ　z｡=0.2ym　にかす5大

t
l 1力j:,とrンヒ≒アカfdなと冲､s(ち/1ノ1=,､き気

1゛IK　lt時闇t)に対Lて支りうよう11示1.ニ牡

りの結電カ,宅違,カは7“ずべて生呂して``‘ンレ伺o

旭上コイルに右･する俑であう｡

　茅2.y図にyリぼ心目叫雨は,お沓七ねiril節り

考參牡果に迩くなフていうこごだわ力ヽう｡

　両図力ヽう甥うMう特嶺は吹･ごお勺て･あう｡

　〔o塙胆剌Fコま2､|持刎むべちよンに塙舒が唇をず
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い恥い引汪□い`場台に払ヽ≒　ぁ5現釦こ柏対的

左哭貧生じ7バうことと支和:.゛仁列車先塙節と炊詳

の比粒じいこ口こよい吋鳴塙秤勃果士論じうこと

が`できう力≒叉持力に9‘`ては迂aしてt`う屯上-3イ

ル上tL4い)恥Lコいロリ涛ずぅ印L牡.打``

則JLとんど消海□)ヽる｡審3希目と脊今毒§心t七

ュいレに慟く叉莉力と比べ州ら係速でばはとんど涙

夥カリいヽが嘱遠では抑{.貧あう.し↑こか`フて,柘

速の抑り特カに明ず5塙舒効ゑは長くjいDヽぅヒ

ぃ尤う｡

　(2)覚涙　ははリH去Bの李上コいレがま邑して

ぃ5地上コいレ七U!亀し加↑tら=Lド)伎に敢

れ値色と5.

　0卜低迷の場か札釦番Bの車上コイ･レに1渠灸す゛

正の7゛ンヒ゜ンツ7゛け向り)力)糾勧札第2番邑の中

上コいしにはt飢ょソむ絶対tり友きないパヘ/ヒヽノ

7 パ上向きの力)吋ド｡第5番目とJ今番aの乖上､

コいレに財してはほ『即ご涙聚り夕゛yヒ゜ンワ゛力か恂く｡

し↑こ昨･て芽1番Uドい.番nの車上コイい吻して

G8



升いれ↑こク゛ンt:゜ンワ゛カに閔4う嗚野勁気は,挙う者a

爪僕の車上コイ･レ妁ち遡オ5ときはほこんとヽjいてぃ

なぃことか``わ力`う｡

　則　高わ順令GI,斟わロドL2番F吋上コベ

ルに対しては低走の喝令と同揉り夕゛yヒ゜ンワ'‘か働く｡

で3ts　5　番巨t賃け岳§の季tコいいこ苅tては低連､場

今と果な仏茅3番包゜軋じ3いレにほ正oクづt:゛ン

り゛か吻札3卜F省ヽ目の寺上-=レいレlこはtれよt)も絶効

値り八リj衰のアンヒ゜ンワ゛が慟く｡レkrフてタ``ノヒ･

ンマカに関1う塙舒効ゑは,高遣の場令IJ4芽今番a

扶僕がトヒコィjレまて7`残うとぃ丸る｡

　次にパけ速度la=t/り/リい≒電涛八ら
タ ゛ンじ゜ンク`゛力hの涙形左示し孔いりF私2.10図rあ

る｡

　この図力う價･うれう粍摘ほ叉のとあヽりてヽ･あゐ｡

　(方)刊車走攻v･,が`大にな訓Jご,茅レ&目の阜L

コいレ迪急り俵,電浚と,四･嘩穴とない詐目ま週れわ

取か値カリけくなってぃろ｡

　(Oyこ=,==ぢoO　km　/い嶋令Q6･の悒はババ
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゛)吟叶四E-でぁ仁か7刻ソ凶yなりわりいてt`ぅ.

心バo　km　/hの場令には,Q〕い目4i邑の車上.コ

ィ･レに対しては払駄に増如し,第2番色杖恢･)キ上-コ

ィ･レに対レい1正如Jに勅オj｡

　(U　4なわ≒t大6レ9涙夥礼垣か杓なL叱分

と.欠大分とが白!いDヽう｡幻軋かい介引豺准

危しれ恨･軋和刎いM唇在しパけ迩戊ズ畑ほこヽ

仰/∂zと同柏(ヂ　とt柚)に近フ゛さ,匙牢杖tに

いヽても灸りク≒ヒ･ンデ左与えう｡庖夜的な斟匙秀の

存をカy塙部幼象きAじ5.迫戎的なj.え加仁たヒ,t

は゛速.度5`oo　km/hの場をい肩卜t番n･隼t==14　,レ兎

退鳴におぃてもトt=ビ弟滅15に1ってなぃ(そ我少も

(今)環の胎東1生じ･5)｡

　べに拳上コ仙レの佃敷きハ゜ラ/-9とら　こ軋力吋

佃(正極)゜辱,2個(Ξ奏),3恨口正9!正),斗

佃(正灸正負)であ否場合･りタ゛ンヒ･y7嘔数の迷/i､依

奏性左恥2.日図IJ寸｡7づヒ･ン7ヽ係歓けヽ慟係飲)

は7≒ヒ'シフの友きさ&表わ1曼であちク`づヒ'べ7``

力　ね　左上1力向迷度qノヽzて令jことによフ末Jう｡
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鼻

し

2川図の場兪1ち

第2.1図1い□よ

?
　
　
　
　
､

つ

゛ンヒ゜ンワ゛力　瓦か゛算2.&図なぃ

に郷肛DてEヤ恥引い吋

1°て≒7゛バ゜づ``カ仙と鴫夙棟分して進度yzて゛

除し　さらに隼上｡コいレ皆靫刎tし牝い)1.車上コイ

ルい固あ右りりク゛ンじ゜ンワ゛係散として緑､舶|‘ことった｡

図‘=0こば山a氏り(6)の理摘値tも･;li11､腺て呪Lた｡こり

図力ヽう碍う牡5緒諭は久のtあづであゐ｡

　□)隼上3いレ抄`目固り財の場令は,タツヤンク゛係

軟は1`ぺてり遮度惟域1コあヽぃて正てヽヽあう｡

n)車上コ仙レ砂複散の場令‘札山圧l氏うのぃうよ

うに,ツ``/ヒ゜ンア葦飲は侭走竣頑r正て``あリ如進教域

て゛`養となう｡

　(to)億遠等塙nl中上=‥いレ佃歓と楯すヒしれrぃ

7≒ヒ゜ンフ``は息くなう.晶追僚城て`ltキ上コィ･レ･の個

数は柄散の方わ1r散の=引トいryヒ･ンフツUヽ｡

　(旧気･)タ゛ソヒ'yア芳域て`･仁山田氏らの疼恂値よ

リグ`yヒ゜ンワ`j以リ｡
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　紐伐剌船いぇ発形依気洛上力jいこおヽヽて,IF車t7゛

ルのコいレ配置力う軋n磁朱変化Hぺにバi肉の

t下禄潮に対1さ孤タリ≒川:･ンフ゛`に･ぃ.て孜荊l竹な

打こ､t･)祐栗り王な粍論はフぎのむ&りcある｡

　いJ　車上-コい円rl佃の々の場令はzlべ`D)迭隻

専域k右ヽぃて7゛　7　じ･7　7゛･J正て゛ある､

　じ)キtっいいMt数の瘍釦ら山圧l氏うのぃうよ

うに恰達肩城て`ばタリビ゜べ戸丿正ズ句z南速熊埓て``

はツ゛ンヒ゜yアは妁こなう｡

　(3)奏゛)タ゛7ヒ゜フフ``頷璋て゛はz山田氏ら゜穀頂よリ

ク4
D ンヒ゜ンフ゛は良い｡

　(斗)砿蔵7゛ンヒ゜yフ゛才如こなうこヒの勿提的理由ほ

吠下･r)よシて``あう｡今七コイ1レが`嘱さ力翔|こ攻反きも

フこt.によソ均上パ･レに誘耐さ私う電決成旁は,-

舷ドU嘉目･車上コいレか``ま目むてぃう地上コいレ

上£兎急し=れ･た恨に最大､値lこ走15､↑りlλぼ時迭

Soo　km　k　なうとらこ゜最欠値は七記地上3イ'レ上.とj5

2番日､李七コいレカリ晩/Dとこ5に生にう｡した

貧7て ,第レ各昌の隼上3仙レに肘しては£゜r゛ヒ゜

　　　　　　　　竹



ンワ`)`慟さ,易2恚邑のキ上コィ'レに対しては9リ)タ`

yヒ9ンずか`゛慟く｡々ヽ7力り把対値は恨恚のカヤ大て``あ

うのr虻計しれク゛ンヒ゜ンフ゛は釦こなう｡鼻5番邑と芽

今番Eらtれ以悛゛)阜上･イ'レにフヽヽても,芽レli已

と.32套目の専tコィ･レに慟く7゛yヒ`ンアと同揉い7゛

yヒ゛7ア?働き/牡局z合計りrンビ'シワ゛は如こQる.

　(方)伍jい゛ンヒ゜フフ`七明tH'け場塙舒勃Uま,1

レ右目o牛上バ'レには正゛げづじ゜り゛r慟札芽2

各呂の軋たコイ･レにはt軋□絶荊値の大きな白･ヂ

ンピンワ`y働くとぃう勣栗として現われう｡

jr
bぐ J)塙奸幼恥れ倚速ズはL3志B状仇のキt

コイ|レび迫通ずう　ヒさまて``はばとん　むjx7て゛`な“カ勺

函走レご11比軟的Lく残sことす明5かとなフた｡
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第3.11図　鎖交磁束φのx方向についての
　　　　　直流分に対するダンピング力
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第4.1表　諸元の記号と数値

　　　　(推進案内併用コイル系)
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第4.2表　諸元の記号と数値

　　　　(支持コイル系)

地上コイル　　長さ

　　　　　　　幅

　　　　　　　ピツチ

　　　　　　　巻数

　　　　　　　抵抗

　　　　　　　白己インダクタンス

　　　　　　　時定数

車上コイル　　長さ

　　　　　　　帽

　　　　　　　ピツチ

　　　　　　　起磁力

車両　　　　　地上コイル数

　　　　　　　車上コイル数

　　　　　　　平衡俘上高

　　　　　　　案内方向のずれ

　　　　　　　車両重量

　　　　　　　固有振動数
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　砥気7゛ンと゜ンアk9``て゜不明魂さ瓦所次ずうたり,

本嫡かD礼まず少奴佃の中上ユイ･しカ゛危週jうとき

の堆七〕イ･レにおITに)返我現叡とぃう柘いヽ1把かう

値気rノヒ゜yアの時句t竹なっ↑こ｡tの粍果,以子゛)

詣摘ど埓忙｡

jlぐ 車七コイ･レ貧|他･り塙令は,1べての逸茂にふ

ぃて7゛ンヒ゜ンア11正て``あう.しカ`し悛恢佃の場令は,

中紅

C 幻硫気7゛ンヒ゜ンフ゛が順になsこい)初遅的遅由は

次のようrあう｡キ上コイ･レが`上下力鮒こ迷戊を.もフ

ことによれ地tコイ･レ目斟芯さ七S･覧浅成分は一賎

にJ川岳Bのキ上コイ1レが`ま巨していう屹上コイjレ上

と遡遍しい刻知ジ恥刎きに迄1ろ｡礼ヒが1``時走

ち'oo　km　のと札こ″)辰大倍lま上一記迦上3イ/レ七乏芽

2審呂のヰ上コいレ炉危亘1る0に生じう｡芽目li

目の令上コいレに対しては瓦,J21い1･)牛上バ]イ･レ

ヒ肘けは灸゜7`づヒ゜゛ア刎動く加zカ4配吋値は後

為の力か`式rあう.茅3番B　゛.芽今審目,‥゛に7``て

£同採rあう｡t4けん令封し↑17゛ンヒ゜リ゛`は如こな

0'
'
″
ひ

-



5.

　(3)砥気?゛ソヒ･ンアに唱すH･け埃塙扮効恥私芽

目1liUり牛上.3ィjレにはlのアンt°　゛アF働き,芽2

善EIの車上コイ･レにばいい目絶珍

ンヒ゜ンワ゛が゛慟く幼釆ごして虎われ5.この塙矩りいユ

尚迷傾塙ごは比參的長ぺ教う｡

　1のようにして械ヌ{ツ゛ンヒ゜ンア`ヒフ･ヽて愕う訊た耗

果左印``て,社tげ7ヒ゜シク゛ヤ受L動7゛ンヒ'フク``に何わ

う粕いヽク゛フヒ゜ンア付加弐の為篆/ど弑万k.t‘り稔果,

同一極性に励嫉いづ､荷m秦上ュイ･レと6紹仇導誘

導Uい5,伍気涛上力抑パh湊t愕た｡こ(E災宇周知

酵汰と印ぃて叫栃し,状下･)壮摘t愕k｡

　回極性久特用わ=L･ィ･レ色も･超ィリノ誘恥･､笏形織

気浮上力ぎは戎･)特筑1.もフ｡

　(士)｣､持力,抗力,禍捉比はキ上ヽコいレ‘)紀班カF

令介rあう吼tの矢1li極性専上コイ･レり場令と灸わう

ない｡

　(2)ツ゛ンヒ゛ンフ``係散はフねにEて゛あり,欠岳極性争

七コイ･レ･り場令ヒ.哭な!け乳な?けヽヽあう｡
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　(3)rンビ゜ンア普似の火さいいづヒ゜ンア鴫軋気t

l抄ヒ1う牝削こ沁pJきよ゛Jもnドてヽ`≒十分な

ツ゛ン't=゜yワマ鋳う州5可笈性片あう｡

　叫)同oい徊UD白丿令上コイ･レヽ紀徽力t久

番極性準上コイ･レの場令･)2哺に寸う外零Fあう｡

　(幻値気しャヘハ塙麿幼象･同跨が`あう.

　状上は大特力筒ヒ･ヽヽてo織諭ごあ3び,尤全洛上

のため1･こはy内フ=y向の劉し性も奎夢な間鶏て゛あう｡モ

こr忙里な案肉力浅rあうnll引ux注/と吊ヽヽれ推匙

篆内俤用力ぎにフペツDリ訥(y良性t桟詞し1こ｡

乳9;陶頻所制L糾ヽて阿柏む,中糾t努械におぃてヤ

は`)ク≒ヒ゜ンアが如こなること瓦唄い`にt匹7゛/

ヒ･ヽヽア付加洙乙して同極性軋Lコいレと恥ヽy乃沃を

ニ遡`μL尿し,k雫鳳期彫豺-mヽヽて吽槙い4子り

桔諭t埓札｡

　い)根､わ)リト極性､わ=､界繊郷l遠恥硝訓=肘ド`は

y内7y向に対ロメi､£かuりこなはMb飢ぅ｡いヽ

　しヂンヒ゜ンアカにフ　ぃ　てはク゛yヒ゜ンア鋒舷､炉'=t気連,tlを

　l順とな礼キ肩振勧と軋い目知わこカが慟く.
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　(勾回極性軋りヽ磁夥推危釦9傅用力麦礼吟逢ぶoo

km　r　7゛ンヒ゜ンア印口い哨o｡1砂と匂牝　安乾Qt

向特性が得う牡う｡しり`むなか``う筑ネ､のものと同一推

カと埓い･こば李上コいレ･)紅値力と2もづう火警が

あう●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　'

　(3)同極性支特用李上コ仙レと町ヽ,t内万向･是

劾によう7≒/ヒ゜ンフ``刀を利印すう方儀|も時走劾okm

て゛ヂンヒ゜ンア哨丸飲カ吽川秒とな札官kな案肉鵠性

び得うれ5.この方洙は夕､荷刀朗にフ1ヽても過色な7゛

ンヒ゜ンフ``左与tる｡

　け)とたか゛･て,推建い斑凩力襄･案肉力向･y

気性の吹善白礼同極性大鴉吊キtコ･目レと唄ぃう力

汰カ川をtKてぃ引いヽゐう｡

　　　　　以仁本研兄引恥シお瓦主Q伺凭戎奪戈述べた.

　縫低導誘苓気殆形砥気洛上乃ブ左唱ヽヽリ5胤兎到キ

は,現を抑糾い店t糾打こ収功し剖

午代o知R犯左Eけ゛して世界必邑ぢ碍九噸その努力び

貌ワいKてぃう｡落上冲両の官乾性の圀隠もさ5に伺

茸肪進めりoがいリ,う｡夕枚の局蔑に11､,jL3で9:
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て゛希し↑t同極性今上.コイ/レt幽ぃろ馮をの塙弩幼象,

欲気された?うt･ンア訓?い気ありキ｣=lコイJレの欲計

気衷,硫気シールら進訂力向゛大楕力向゛奪l向力昨

o-リンワ゛･ヒ゜7tyフ゛`･ヨーインク゛専の1べてり過し

勤･r)包由度とねッフ¨jンア£角息Lれとさの守気牡,

非繊愕性を角庵むた八振悋振動に閑1う窄軋性,揚成

引わ作気性,シート執疸･場釦り叉性/11`゜同隠

堆`あう｡

糾



詩

　参舘釦以=よ厦火零八キ院工豺1刻制り回限ょお

ぃ≒λl払L糾い駄枚萌名好訓いい聊指かUづ竹

なわ刻1い)でヽあう｡哨t;好スt生に原謝ヽヽたしま1.

　本論Xとまとめ5にあだ,t御指lit賜わ,kゐ名

及八刻矢枚上田支tt,た柳i大字歌御屈岑菟齢t生,

ど右屋だ亨教撲歎賤キ生t生に成謝申し上ずlず｡
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